
強
硬
姿
勢
に
傾
斜
す
る

ト
ラ
ン
プ
政
権

　

米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
昨

年
11
月
の
中
間
選
挙
後
、
一
段
と

強
硬
姿
勢
を
強
め
て
い
る
。
マ
テ

ィ
ス
国
防
長
官
、
ケ
リ
ー
首
席
補

佐
官
の
更
迭
に
よ
り
、
穏
健
派
と

目
さ
れ
た
閣
僚
は
ほ
と
ん
ど
姿
を

消
し
た
。
過
激
と
さ
え
い
わ
れ
た

大
統
領
選
挙
時
の
公
約
も
、
す
で

に
ほ
と
ん
ど
が
実
現
し
た
。
残
る

は
「
メ
キ
シ
コ
国
境
へ
の
壁
の
建

設
」
と
「
オ
バ
マ
ケ
ア
の
廃
止
」

程
度
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
１
年
半
は
、
次
期

大
統
領
選
を
に
ら
ん
だ
政
権
運
営

と
な
る
。
分
断
の
進
む
米
国
社
会

に
あ
っ
て
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

反
対
層
の
取
り
込
み
よ
り
も
、
既

存
の
支
持
基
盤
を
よ
り
強
固
に
す

る
戦
略
を
決
断
し
た
よ
う
だ
。「
ね

じ
れ
」
下
に
あ
る
議
会
の
も
と
で

は
、
法
案
や
予
算
は
通
り
に
く
い
。

な
ら
ば
、
大
統
領
令
で
多
く
の
施

策
を
実
現
で
き
る
外
交
分
野
と
、

議
会
の
支
持
を
得
や
す
い
通
商
分

野
に
照
準
を
合
わ
せ
て
、
一
段
と

強
硬
な
姿
勢
で
臨
む
可
能
性
が
高

い
。

　

通
商
面
で
は
、
大
統
領
就
任
の

直
後
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
）
へ
の
不
参
加
を

表
明
し
た
あ
と
、
２
年
目
に
は
、
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
の
改

訂
、
中
国
へ
の
追
加
関
税
な
ど
、
強

硬
策
を
矢
継
ぎ
早
に
打
ち
出
し
た
（
図

１
）。
日
米
間
で
も
Ｔ
Ａ
Ｇ
（
物
品
貿

易
協
定
）
の
協
議
が
始
ま
る
。
米
国
側

の
交
渉
窓
口
に
は
、
ラ
イ
ト
ハ
イ
ザ
ー

Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
代
表
、
ナ
バ
ロ
大
統
領
補
佐

官
と
い
っ
た
タ
カ
派
が
顔
を
揃
え
る
。

通
商
摩
擦
は
な
か
な
か
緩
和
し
そ
う
に

な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
・

チ
ェ
ー
ン
の
時
代

　

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
通
商
政
策

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
潮
流
の
な
か

で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

戦
後
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
、
国
際

的
な
「
モ
ノ
」
の
取
引
の
拡
大
か
ら
始

ま
っ
た
。
輸
出
入
を
中
心
と
す
る
「
貿

易
の
時
代
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
１
９

８
０
年
代
か
ら
「
カ
ネ
」
の
流
れ
が
加

わ
っ
た
。
資
本
取
引
が
急
増
す
る
と
と

も
に
、
為
替
相
場
の
変
動
が
世
界
経
済

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、

「
情
報
」
の
流
れ
が
加
わ
っ
た
。
情
報

通
信
技
術
の
急
速
な
進
化
を
背
景
に
、

各
国
間
の
経
済
的
な
距
離
は
ど
ん
ど
ん

縮
ま
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
国
境
を
越
え
た
サ
プ
ラ

イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
が
進
ん
だ
。
多

く
の
企
業
が
生
産
拠
点
を
世
界
中
に
分

散
し
（
オ
フ
シ
ョ
ア
化
）、
自
社
以
外

の
企
業
と
も
機
能
分
担
し
て
（
ア
ウ
ト

ソ
ー
ス
化
）、
製
品
を
完
成
さ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
典
型
は
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

だ
ろ
う
。
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
は
、
米
国
ア

ッ
プ
ル
社
の
企
画
・
設
計
に
基
づ
き
日
、

米
、
独
、
仏
、
韓
国
な
ど
の
メ
ー
カ
ー

が
部
品
を
製
造
し
、
台
湾
の
企
業
が
こ

れ
を
集
め
て
中
国
国
内
の
工
場
で
組
み

相手国 内　容
2017年1月発効 TPP参加国 TPP（環太平洋パートナーシップ協定）からの離脱

2018年3月公表 全世界
（一部国除外） 鉄鋼、アルミに高関税を適用

2018年7月～ 中国 対中輸入に3次にわたる追加関税を適用（第3次の
一部は発動猶予中）、中国も報復関税

2018年9月署名 韓国 米韓FTA（自由貿易協定〉の改訂
2018年9月合意 日本 TAG（物品貿易協定）の交渉開始に合意

2018年11月署名 カナダ、
メキシコ

NAFTA（北米自由貿易協定）の改訂・名称変更、
米議会の批准待ち

図 １　トランプ政権の通商政策

出所：筆者作成

　グローバル経済は、「貿易の時代」、「資本取引の時代」を経て、「情報の時代」へと移行した。第1段階で
は、インターネットの進化がグローバル・サプライ・チェーンの形成を促した。第２段階の現在は、ビッグデータ
や人工知能の進化を経済に取り込む過程にある。「貿易の時代」の感覚に囚われた米国トランプ大統領の思考
は、サプライ・チェーンを分断し、世界経済を停滞させる。他方、米国が仕掛ける通商摩擦は、「情報の時代」
の第２段階を先取りした面もある。隠れた争点はデータ利用をめぐる主導権の問題であり、解決には一層の時間
がかかる。日本も、データの流通・管理を巡る国際的なルールづくりに積極的に関与する必要がある。

グローバル経済はどこへ向かうか
—トランプ大統領の理解と誤解

オフィス金融経済イニシアティブ代表（元日本銀行理事）　山本 謙三



立
て
て
い
る
。
も
は
や
「
メ
イ
ド
イ
ン

Ｕ
Ｓ
Ａ
」
と
か
「
日
本
製
」
と
い
っ
た

概
念
は
成
り
立
た
な
い
。
あ
る
の
は
、

世
界
各
地
で
鎖
状
に
つ
な
が
る
生
産
の

プ
ロ
セ
ス
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
生
産
形
態
が
生
ま
れ
た
の

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
の
お
か

げ
だ
。
世
界
中
に
鮮
明
な
画
像
や
音
声

を
送
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
各
地
に
居

な
が
ら
に
し
て
、
部
品
の
開
発
や
仕
様

変
更
の
す
り
合
わ
せ
を
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
世
界
の
ど
こ
に
高
品
質
の
部

品
を
つ
く
る
メ
ー
カ
ー
が
存
在
す
る
か
、

容
易
に
調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
情
報
」
の
流
れ
の
深
化
が
、「
モ
ノ
」

や
「
カ
ネ
」
の
流
れ
を
劇
的
に
変
え
た

と
い
っ
て
よ
い
。

「
貿
易
の
時
代
」
の
感
覚
に

囚
わ
れ
る
ト
ラ
ン
プ
政
策

　

こ
う
し
た
潮
流
に
照
ら
せ
ば
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
思
考
は
、「
貿
易
の
時

代
」
の
古
い
感
覚
に
囚
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。「
貿
易
黒
字
は
勝
ち
、

貿
易
赤
字
は
負
け
」
と
い
う
主
張
は
、

経
済
学
の
観
点
か
ら
も
、
事
実
認
識
の

観
点
か
ら
も
正
し
く
な
い
。
そ
も
そ
も

貿
易
収
支
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
民
が
生

活
を
豊
か
に
し
よ
う
と
、
み
ず
か
ら
の

意
思
で
行
っ
た
取
引
の
結
果
で
あ
る
。

巨
額
の
貿
易
赤
字
を
か
か
え
な
が
ら
も

高
水
準
の
輸
入
を
続
け
て
い
る
米
国
は
、

例
外
的
に
恵
ま
れ
た
国
の
よ
う
に
さ
え

み
え
る
。

　

問
題
は
、
巨
額
の
経
常
赤
字
が
い
ず

れ
米
ド
ル
の
信
認
を
揺
る
が
し
、
米
国

経
済
の
瓦
解
に
つ
な
が
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
し
か
し
、
過
去
30
年
以
上
に
わ

た
り
米
ド
ル
の
信
認
は
維
持
さ
れ
、
米

国
経
済
は
成
長
を
続
け
て
き
た
。
貿
易

赤
字
を
賄
う
だ
け
の
資
本
流
入
が
あ
っ

た
か
ら
だ
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
米
国

の
成
長
性
に
対
す
る
投
資
家
の
強
い
信

頼
が
あ
る
。

　

図
２
は
、
米
国
の
経
常
収
支
の
推
移

を
示
し
た
も
の
だ
。
高
水
準
の
貿
易
・

経
常
赤
字
が
続
く
一
方
で
、
第
一
次
所

得
収
支
の
黒
字
拡
大
が
目
立
つ
。
第
一

次
所
得
収
支
と
は
、
海
外
と
の
利
子
と

配
当
金
の
受
払
い
差
額
を
指
す
。
米
国

の
場
合
、
利
子
の
受
払
い
だ
け
を
み
れ

ば
、
大
幅
な
赤
字
で
あ
る
。
米
国
債
を

大
量
に
保
有
す
る
海
外
投
資
家
や
海
外

当
局
に
、
多
額
の
利
払
い
を
行
わ
ね
ば

な
ら
な
い
か
ら
だ
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

第
一
次
所
得
収
支
が
黒
字
と
い
う
こ
と

は
、
利
払
い
以
上
に
配
当
収
入
が
あ
る

か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や
Ｉ
Ｂ
Ｍ
を
思
い
浮

か
べ
れ
ば
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ

う
。
多
く
の
米
国
企
業
は
早
く
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
な
事
業
展
開
を
進
め
、
多
額

の
配
当
を
米
国
に
還
流
さ
せ
て
き
た

（
あ
る
い
は
、
海
外
で
再
投
資
し
て
き

た
）。
い
ま
は
、
そ
の
役
割
を
Ｉ
Ｔ
関

連
の
先
端
産
業
が
担
う
。
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
米
国
経
済
は
、
先
端
産

業
を
中
心
と
す
る
民
間
企
業
の
収
益
力
、

成
長
力
を
担
保
に
、
政
府
が
海
外
か
ら

借
金
を
し
て
、
輸
入
を
続
け
る
構
図
に

あ
る
。
他
国
の
不
公
平
な
規
制
や
慣
行

に
起
因
し
て
、
米
国
の
貿
易
赤
字
が
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。

　

元
本
全
額
を
返
せ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
利
払
い
は
民
間
企
業
の
期
間
収
益

で
十
分
に
賄
え
る
。
し

か
も
、
民
間
企
業
が
稼

ぐ
収
益
は
年
々
増
大
し

て
い
る
。
こ
れ
が
、
投

資
家
が
米
国
の
経
済
構

造
を
信
頼
し
、
安
心
し

て
米
国
債
に
投
資
す
る

理
由
で
あ
る
。
こ
の
構

図
が
永
続
的
で
あ
る
保

証
は
な
い
が
、
米
国
の

企
業
家
精
神
と
技
術
力

を
踏
ま
え
れ
ば
、
た
だ

ち
に
瓦
解
す
る
こ
と
も

な
い
だ
ろ
う
。

　

逆
に
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
強
硬
姿
勢
を
貫

け
ば
貫
く
ほ
ど
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
・

チ
ェ
ー
ン
は
分
断
さ
れ
、

世
界
経
済
は
停
滞
す
る
。

国
を
超
え
た
サ
プ
ラ
イ

・
チ
ェ
ー
ン
を
も
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
に
と
っ

て
、
関
税
の
引
き
上
げ

や
輸
出
入
の
制
限
は
大

き
な
脅
威
と
な
る
。
米

図 2　米国の経常収支の推移

（注） �第一次所得収支とは、対外金融債権・債務から生じる利子・配当金等の収支状況。第二次所得収支とは、対価を伴わない非
居住者との間の収支状況。

出所：U.S. Department of Commerce “Balance of Payments （International Transactions）” を基に筆者作成
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国
の
先
端
産
業
も
例
外
で
は
な
い
。
米

国
企
業
の
収
益
力
が
低
下
す
れ
ば
、
ひ

い
て
は
米
国
経
済
の
信
認
を
脅
か
す
。

誤
解
に
満
ち
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
通

商
政
策
は
、
世
界
経
済
に
と
っ
て
も
米

国
経
済
に
と
っ
て
も
大
き
な
リ
ス
ク
で

あ
る
。

日
系
企
業
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
な
か
へ

　

ち
な
み
に
日
本
の
国
際
収
支
構
造
も
、

「
情
報
の
時
代
」
に
入
り
大
き
く
変
貌

し
た
。
経
常
収
支
は
相
変
わ
ら
ず
の
黒

字
だ
が
、
内
訳
を
み
る
と
貿
易
黒
字
が

大
幅
に
縮
小
し
、
代
わ
っ
て
第
一
次
所

得
収
支
の
黒
字
が
拡
大
し
て
い
る
（
図

３
）。

　

日
本
企
業
は
、
２
０
０
０
年
代
以
降
、

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
を
活
用
し
て
、
海
外
の
出

資
先
を
増
や
し
、
あ
る
い
は
現
地
法
人

を
設
立
し
て
き
た
。
国
内
の
需
要
縮
小

と
人
手
不
足
を
見
込
ん
で
の
こ
と
だ
っ

た
が
、
深
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ

ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の
な
か
に
み
ず
か
ら

を
組
み
込
み
直
す
作
業
で
も
あ
っ
た
。

製
造
業
の
多
く
が
付
加
価
値
の
高
い
中

間
財
や
資
本
財
の
生
産
に
特
化
し
、
こ

れ
を
海
外
の
現
地
法
人
や
出
資
先
で
組

み
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
の
成
果
が
、
配
当
金
の
増
加
（
第

一
次
所
得
収
支
の
黒
字
増
加
）
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。
自
動
車
の
よ
う

に
完
成
品
を
輸
出
す
る
産
業
は
、
国
内

に
は
も
は
や
少
な
い
。「
国
内
の
雇
用

を
守
る
た
め
に
、
完
成
品
を
安
く
輸
出

し
て
い
る
（
＝
失
業
を
輸
出
し
て
い
る
）」

と
い
っ
た
ト
ラ
ン
プ
流
の
主
張
は
、
事

実
認
識
と
し
て
も
誤
り
で
あ
る
。

米
中
の「
情
報
」摩
擦

　

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
仕
掛
け
る

通
商
摩
擦
は
、「
モ
ノ
」
の
世
界
だ
け

に
と
ど
ま
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
典

型
は
米
中
摩
擦
だ
。
米
国
が
中
国
に
追

加
関
税
を
適
用
し
た
際
に
挙
げ

た
理
由
は
、
知
的
財
産
権
の
侵

害
だ
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

自
身
が
ど
こ
ま
で
意
識
し
て
い

た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
摩
擦

の
外
縁
は
す
で
に
「
情
報
」
の

生
産
・
流
通
・
管
理
へ
と
広
が

っ
て
い
る
（
中
国
政
府
に
よ
る

情
報
関
連
産
業
の
育
成
や
情
報

の
国
家
管
理
を
脅
威
と
す
る
見

方
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
よ
り

も
、
米
国
政
府
や
議
会
の
内
部

で
強
い
と
さ
れ
る
）。

　

論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
。
中

国
と
の
協
議
で
は
、
ま
ず
、
特

許
侵
害
、
ハ
イ
テ
ク
企
業
へ
の

補
助
金
拠
出
、
強
制
的
な
技
術

移
転
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
焦
点

が
当
た
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ

の
先
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ

ー
の
市
場
占
有
や
デ
ー
タ
の
国

家
管
理
の
問
題
が
待
ち
構
え
る
。

　

情
報
の
時
代
は
、
第
１
段
階

の
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
化
、

活
用
」
か
ら
、第
２
段
階
の
「
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
の
進
化
、
活
用
」
へ
と
進
展
し
て

い
る
。
後
者
の
分
野
で
は
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
、

Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｊ
と
呼
ば
れ
る
米
中
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
圧
倒
的
な
優
位
を
占

め
る
（
図
４
）。
こ
れ
ら
の
分
野
や
先

端
技
術
の
分
野
で
の
主
導
権
争
い
が
、

米
中
摩
擦
の
隠
れ
た
争
点
と
な
る
。

　

人
工
知
能
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
分
野

で
主
導
的
な
地
位
を
得
る
た
め
に
は
、

デ
ー
タ
の
量
と
多
様
性
が
決
定
的
に
重

要
だ
。
大
量
か
つ
多
様
な
デ
ー
タ
を
投

入
す
る
こ
と
で
機
械
学
習
が
進
み
、
人

工
知
能
の
レ
ベ
ル
を
高
め
ら
れ
る
か
ら

だ
。
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
米
中
に

台
頭
し
た
の
も
、
両
国
の
人
口
の
多
さ

と
無
縁
で
は
な
い
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
出
自
も
多

米国 中国
グーグル（Google） 
―（持株会社は

アルファベット（Alphabet））
バイドゥ

（Baidu：百度）

アップル
（Apple）

アリババ
（Alibaba：阿里巴巴）

フェイスブック
（Facebook）

テンセント
（Tencent：騰訊）

アマゾン
（Amazon）

京東
（JD.com：京東商城）

図 4　米中の主要プラットフォーマー

出所：各種資料から筆者作成

図 3　日本の経常収支の推移

出所：財務省「国際収支統計」を基に筆者作成
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様
で
あ
る
。
グ
ー
グ
ル
（Google

）
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
ス
マ
ホ
上
の
検
索
サ

ー
ビ
ス
を
通
じ
て
、
大
量
の
デ
ー
タ
を

収
集
し
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（Facebook
）
や
テ
ン
セ
ン
ト

（T
encent

、
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
対
話
や
「
い
い
ね
！
」
ボ

タ
ン
か
ら
デ
ー
タ
を
集
め
る
。
ア
マ
ゾ

ン
（A

m
azon

）
は
、
書
籍
や
商
品
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト
ア
の
枠
を
超
え
、
い

ま
や
大
規
模
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
者
と
し
て
、
消
費
者
か
ら
企
業
に

い
た
る
ま
で
多
様
な
デ
ー
タ
を
取
り
扱

う
。
こ
れ
ら
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
、

よ
り
有
意
な
デ
ー
タ
を
求
め
て
鎬し

の
ぎ

を
削

っ
て
い
る
の
が
現
在
の
姿
だ
。

　

今
後
の
焦
点
は
、
人
工
知
能
に
よ
る

解
析
な
ど
を
テ
コ
に
、
ど
の
よ
う
な
新

規
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
で
き
る
か
に
向

か
う
。
い
ま
は
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、

多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
出
資
し
、

将
来
性
を
見
極
め
て
い
る
段
階
に
あ
る
。

音
楽
配
信
、
ネ
ッ
ト
通
販
に
始
ま
り
、

決
済
、
配
車
ア
プ
リ
、
さ
ら
に
は
自
動

運
転
ま
で
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
自
身
が
新
規

ビ
ジ
ネ
ス
を
直
接
運
営
す
る
こ
と
に
な

る
の
か
、
他
の
業
者
へ
の
デ
ー
タ
提
供

者
と
な
る
の
か
は
、
現
時
点
で
は
は
っ

き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
の
収

集
、
解
析
、
応
用
が
、
将
来
の
経
済
発

展
の
原
動
力
に
な
る
こ
と
は
、
疑
い
な

い
。
そ
れ
だ
け
に
、
米
中
間
の
主
導
権

争
い
は
長
く
続
く
と
覚
悟
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

日
本
と
し
て
留
意
す
べ
き
こ
と

　

デ
ー
タ
収
集
に
付
随
す
る
論
点
も
多

い
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
十
分
に
保
護
さ

れ
る
か
。
国
家
に
よ
る
監
視
や
国
家
資

本
主
義
の
推
進
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
か
。
デ
ー
タ
が
各
国
国
内

に
封
じ
込
め
ら
れ
、
海
外
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
制
限
さ
れ
な
い
か
。
も
し
、
他

国
で
取
得
さ
れ
た
デ
ー
タ
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
輸

出
し
た
製
品
で
あ
っ
て
も
海
外
顧
客
の

利
用
デ
ー
タ
を
取
得
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
か
ね
ず
、
開
発
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
。

　

し
か
し
、
貿
易
取
引
と
違
い
、
情
報

の
流
通
や
管
理
に
は
現
時
点
で
国
際
的

な
取
り
決
め
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

デ
ー
タ
関
連
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り

に
は
、
相
当
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
を
前
提
に
日
本
は
ど
う
対
処
す

べ
き
か
。
ま
ず
意
識
し
て
お
か
ね
ば
な

ら
な
い
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

①
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
同
盟
国
、
非

同
盟
国
を
基
本
的
に
区
別
し
な
い
。

対
カ
ナ
ダ
・
メ
キ
シ
コ
、
対
韓
国
、

対
中
国
で
交
渉
材
料
と
な
っ
た
事
項

は
、
日
米
協
議
で
も
す
べ
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

②
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
施
策
は
、
必
ず
し

も
練
ら
れ
た
戦
略
の
も
と
に
は
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
流
の
場
当
た
り
的
な
対
応

が
前
面
に
出
て
く
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、

強
硬
策
と
暫
定
合
意
が
繰
り
返
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

③
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
通
商
交
渉
に

他
の
分
野
の
議
論
を
絡
め
て
く
る
こ

と
が
多
い
。
日
本
の
場
合
、
安
全
保

障
分
野
が
俎
上
に
の
ぼ
る
可
能
性
も

な
し
と
し
な
い
。

④
日
米
協
議
は
米
中
協
議
と
並
行
し
て

進
め
ら
れ
る
。
米
中
協
議
の
行
方
が

日
米
間
の
交
渉
に
大
き
な
影
響
を
与

え
う
る
。

　

結
局
、
慎
重
な
見
極
め
と
柔
軟
な
対

応
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、

日
本
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、「
民
主

主
義
と
市
場
経
済
を
守
る
」
と
い
う
基

本
軸
を
ぶ
ら
さ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
グ

ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
の

分
断
は
世
界
経
済
の
悪
化
を
も
た
ら
す

こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
欧
州
と
協
調
し

て
、
デ
ー
タ
の
流
通
・
管

理
に
関
す
る
国
際
的
な
ル

ー
ル
づ
く
り
に
積
極
的
に

関
与
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

米
中
の
関
係
は
、
必
ず

し
も
対
立
の
図
式
ば
か
り

で
は
な
い
。
両
国
は
巨
大

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を

擁
す
る
点
で
共
通
の
利
益

も
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
独
特
の「
豹
変
」

に
よ
っ
て
、
米
中
間
で
突
然
合
意
が
成

立
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
場
合
、
第
三
国
の
基
本
的
な
権
利

が
脅
か
さ
れ
る
恐
れ
も
な
し
と
し
な
い
。

こ
れ
を
避
け
る
に
は
、
協
議
の
場
を
で

き
る
限
り
２
か
国
間
か
ら
多
国
間
へ
と

引
き
戻
す
こ
と
も
重
要
だ
ろ
う
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
い
う
特
異
な
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
登
場
に
よ
り
、
事
態
は

混
沌
と
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
実

際
、
旧
態
依
然
た
る
主
張
と
先
鋭
的
な

主
張
が
交
錯
し
、
合
意
と
摩
擦
が
繰
り

返
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
だ
が
、
本

質
は
「
情
報
の
時
代
」
に
お
け
る
、
デ

ー
タ
の
流
通
・
管
理
を
め
ぐ
る
国
際
秩

序
の
構
築
だ
。
う
か
う
か
す
れ
ば
、
日

本
企
業
は
本
来
入
手
で
き
る
は
ず
の
デ

ー
タ
を
取
得
で
き
な
い
事
態
も
想
定
さ

れ
る
。
態
勢
を
整
え
、
粘
り
強
く
、
毅

然
と
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

（
３
月
25
日
記
）
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